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令
和
５
年
第
５
回
福
岡
市
議
会（
９
月
定
例
会
）

を
９
月
１
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
開
き
ま
し
た
。

　
９
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で
、市
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
案
54
件
、諮
問
１
件
の
う
ち
決
算
関
係
議

案
を
除
く
33
件
を
審
議
し
、11
日
に
全
て
原
案
通

り
可
決・同
意
し
、諮
問
に
対
す
る
意
見
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、令
和
４
年
度
決
算
関
係
議
案
22
件
に
つ
い

て
、決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
９
月
15
日
か
ら
10

月
４
日
ま
で
審
査
し（
４
面
に
関
連
記
事
）、定
例

会
最
終
日
の
10
月
５
日
に
討
論
・採
決
を
行
い
、全

て
原
案
通
り
認
定・可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、こ
の
定
例
会
で
は
、「
公
平
か
つ
安

全
な
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
実
施
に
向
け
た
適
切

な
措
置
を
求
め
る
意
見
書
案
」な
ど
議
員
提
出
議

案
４
件
も
可
決
し
ま
し
た
。（
４
面
に
関
連
記
事
）

　
主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　

補
正
の
総
額
は
、
38
億
９
６
５
９
万
５
千
円

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

1

10/５

９/１

（
９
月
定
例
会
）

第
５
回
福
岡
市
議
会

令
和
５
年

（
増
額
）で
す
。主
な
内
容
は
、給
付
世
帯
の
見
込
み

の
増
加
に
伴
う
電
力
・ガ
ス
・食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
の
予
算
、７
月
の
豪
雨
災
害

の
本
復
旧
に
か
か
る
予
算
や
国
の
内
示
等
に
伴
い

変
更
と
な
る
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
（
長
尾
橋

本
線
等
）の
予
算
の
増
額
な
ど
で
す
。 〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
自
動
交
付
機
で
印
鑑
登
録
証
明
を
申
請
す
る

際
、個
人
番
号
カ
ー
ド
に
代
え
て
電
子
証
明
書
を

搭
載
し
た
移
動
端
末
設
備（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）を

使
用
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　

        〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
等
の
一
部
改

正
　
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
対
象
者
の
範
囲
を

「
中
学
校
３
年
生
ま
で
」か
ら「
高
校
生
世
代
ま
で
」

に
拡
大
す
る
等
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
全
員
賛
成
〉

●
南
部
療
育
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）新
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結

〈
全
員
賛
成
〉

　
議
案
の
う
ち
、議
案
第
188
号
な
ど
に
対
し
て
無

所
属
議
員
１
人
か
ら
反
対
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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議
案
や
賛
否
一
覧
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●決算概要説明
●監査委員からの
　意見聴取

●議案（常任委員会
委員長報告・討論・
採決）

決算特別
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●質疑

決算特別
委員会総会●質疑

決算特別
委員会総会●意見開陳・採決

●議案の審査等

●一般質問

●議案（提案理由説
明・質疑・常任委員
会付託・決算特別
委員会設置・付託）

●決算関係議案（決
算特別委員会委員
長報告・討論・採決）
●意見書案の採決

●決算関係議案の
　審査

市議会ホームページから会議日程や議案、会議結果、議会中継（ライブ・録画）などがご覧いただけます。福岡市議会 検索

（
議
案
第
188
号
）

（
議
案
第
184
号
）

   （
議
案
第
192
号
）

   （
議
案
第
200
号
）

市長、

質問します

を実施しました
（４面に関連記事）

市議会議員を体験して、
もっと議会を知ろう！

ご参加ありがとう
ございました。

ただいまから、
子ども議会を

開会いたします。

これより
質問に入ります。

議長役

議員役

本会議体験の様子本会議体験の様子
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一
般
質

問

７
月
の
豪
雨
で
は
、
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
浸
水
想
定
区
域

が
示
さ
れ
て
い
な
い
小
さ
な
川
で
も
浸

水
被
害
が
発
生
し
た
。
近
年
の
豪
雨
に

耐
え
ら
れ
る
雨
水
排
水
整
備
計
画
の
検

討
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定
し
た

対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
。

被
害
が
あ
っ
た
箇
所
は
詳
細
な

調
査
を
行
い
、
浸
水
安
全
度
向

上
の
対
策
を
検
討
、
実
施
す
る
。
ソ
フ

ト
対
策
と
し
て
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
必
要
な
準
用
河
川
の
洪
水
浸
水
想

定
区
域
図
等
の
作
成
も
進
め
て
い
る
。

引
き
続
き
被
害
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

教
員
の
業
務
支
援
を
主
な
役
割

と
す
る
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
が
、
よ
り
教
員
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
よ
う
、
全
市
的
に
活
用
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
大

幅
な
増
員
を
期
待
す
る
が
所
見
を
。

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ

ッ
フ
が
適
切
な
役
割
分
担
の

下
、
効
果
的
に
業
務
に
従
事
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
今
後
と
も

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
、

教
員
な
ど
と
の
効
果
的
な
連
携
の
支
援

な
ど
に
加
え
、
引
き
続
き
配
置
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

本
市
の
児
童
生
徒
１
０
０
０
人

あ
た
り
の
い
じ
め
の
認
知
件
数

は
21
・
８
件
で
、
全
国
平
均
の
半
分
以

下
、
20
政
令
市
中
下
か
ら
２
番
目
と
な

っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
潜
在
的
な
い
じ

め
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

適
切
に
認
知
し
、
適
切
に
対
応
で
き
て

い
る
の
か
。

い
じ
め
の
認
知
件
数
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
に
お
い
て
い
じ
め

の
定
義
に
照
ら
し
、
適
切
に
認
知
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
今
後
も
い
じ

め
の
定
義
に
つ
い
て
周
知
し
、
積
極
的

な
認
知
に
努
め
て
い
く
。

生
き
物
の
飼
育
を
通
じ
て
生
命

の
大
切
さ
を
教
え
る
に
は
、
適

正
な
飼
育
環
境
と
飼
育
方
法
が
あ
っ
て

こ
そ
と
考
え
る
。
小
学
校
に
お
け
る
生

き
物
の
飼
育
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

「
学
校
飼
育
動
物
の
飼
い
方
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
暑

さ
や
寒
さ
を
防
ぐ
環
境
整
備
の
工
夫
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
今
後
と

も
、
福
岡
市
獣
医
師
会
と
連
携
し
、
学

校
が
適
切
な
飼
育
動
物
の
管
理
や
、
よ

り
充
実
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
け

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

学
校
か
ら
配
信
す
る
学
校
安
心

メ
ー
ル
に
企
業
の
広
告
が
入
る

仕
組
み
を
教
育
委
員
会
が
追
認
し
て
き

た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
教
育
委
員
会

が
責
任
を
持
っ
て
必
要
な
予
算
を
取

り
、
広
告
の
入
ら
な
い
学
校
安
心
メ
ー

ル
と
し
て
管
理
、
運
用
す
る
仕
組
み
に

改
善
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
。

現
在
、
広
告
メ
ー
ル
配
信
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
事
業
者
と
協

議
し
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
て
他
の
事
業

者
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も
含
め
、
よ
り

適
切
で
効
果
的
に
メ
ー
ル
を
配
信
で
き

な
い
か
既
に
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
は
、
障
が
い
の
あ
る

児
童
生
徒
の
自
立
と
社
会
参
加

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
含
め
、
共
生

社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
重
要
な
役
割

を
果
た
す
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

推
進
に
向
け
た
決
意
を
問
う
。

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

児
童
生
徒
が
可
能
な
限
り
共
に

学
べ
る
よ
う
配
慮
し
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
の
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
互
い
の
違
い

や
個
性
を
認
め
合
い
、
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
よ
う
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

学
齢
期
な
ど
に
お
け
る
む
し
歯

予
防
に
フ
ッ
化
物
洗
口
は
有
効

と
の
厚
生
労
働
省
の
通
知
が
出
さ
れ
て

お
り
、
教
育
委
員
会
も
検
討
に
入
る
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
が
見
解
を
。

フ
ッ
化
物
洗
口
は
一
定
の
効
果

が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
文

部
科
学
省
は
、
学
校
で
集
団
実
施
す
る

際
は
、
関
係
者
間
で
の
適
切
な
役
割
分

担
を
検
討
し
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に

配
慮
す
る
よ
う
通
知
し
て
い
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
専
門
家
の
協
力
確

保
や
教
職
員
の
負
担
増
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

中
学
校
生
活
は
３
年
間
し
か
な

く
、
対
応
の
遅
れ
が
被
害
生
徒

の
人
生
に
お
い
て
さ
ら
な
る
弊
害
を
生

む
。
二
度
と
い
じ
め
重
大
事
態
が
起
こ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
決
意
を
問
う
。

い
じ
め
は
子
ど
も
の
尊
厳
や
権

利
を
侵
害
す
る
行
為
で
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
学
校
の
取

り
組
み
と
と
も
に
保
護
者
や
地
域
の

方
々
と
の
連
携
強
化
は
重
要
で
あ
る
。

い
じ
め
防
止
に
関
す
る
取
り
組
み
を
総

合
的
に
実
施
し
、
未
然
防
止
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
早
期
発
見
や
き
め
細
か

な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

個
別
最
適
化
教
育
で
は
、
子
ど

も
が
自
身
の
興
味
や
関
心
、
学

習
意
欲
に
応
じ
て
学
び
方
を
自
由
に
選

択
す
る
。
こ
う
し
た
姿
こ
そ
理
想
的
だ

と
考
え
る
が
、
個
別
最
適
化
教
育
に
お

け
る
子
ど
も
の
学
び
や
教
師
の
役
割
の

あ
り
方
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

教
師
が
子
ど
も
の
興
味
等
を
踏

ま
え
て
き
め
細
か
に
支
援
す
る

こ
と
や
多
様
な
他
者
と
の
協
働
を
促
す

こ
と
が
重
要
に
な
る
。今
後
さ
ら
に
、子

ど
も
一
人
一
人
の
興
味
・
関
心
等
に
応

じ
、意
欲
を
高
め
、
深
い
学
び
の
実
現
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

移
転
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
博
多
工
場
の
周
辺
地

域
で
は
、
同
じ
ビ
ル
に
住
み
な
が
ら

別
々
の
小
学
校
、
中
学
校
に
通
う
状
況

が
10
数
年
続
い
て
お
り
、
ま
た
小
学
校

は
パ
ン
ク
状
態
で
あ
る
。
学
校
用
地
の

確
保
に
つ
い
て
相
手
方
に
協
力
を
申
し

入
れ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

同
地
域
の
小
学
校
は
過
大
規
模

校
で
分
離
新
設
が
必
要
な
状
況

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
中
学
校
は
過
大
規

模
校
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
事
業
者
に

文
書
で
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

森
林
は
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
や
木
材

供
給
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
森
林
整
備

や
木
材
利
用
を
は
じ
め
、
今
後
の
森
づ

く
り
施
策
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

快
適
で
豊
か
な
市
民
生
活
を
送

る
上
で
森
林
は
重
要
な
役
割
を

担
い
、
今
後
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
。
さ
ら
な
る
主
伐
の
検
討

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
に
よ
り
森
林
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
伐
採
か
ら
利

用
に
至
る
安
定
的
な
供
給
の
仕
組
み
づ

く
り
を
行
い
、
次
世
代
に
残
し
て
い
く

森
づ
く
り
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
に
荒
ら
さ

れ
る
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
と

聞
く
。
農
業
従
事
者
に
は
死
活
問
題
で

あ
り
、
今
後
も
し
っ
か
り
対
策
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

農
作
物
等
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
捕
獲
を
行
う
ほ
か
、
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
に
よ
る
侵
入
防
止

問答 　

９
月
４
日
〜
６
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。一
般
質
問
と
は
市
政
全
般
に
つ
い
て
市
の
考
え
な
ど
を
聞

く
も
の
で
、24
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

会
派
名
は
略
称
で
す
。（
正
式
名
称
は
欄
外

参
照
）

対
策
や
地
域
に
協
力
い
た
だ
く
生
息
環

境
管
理
等
、
今
後
も
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
。
ま
た
、
特
に
被
害
の
多
い

地
域
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
積
極
的
に

現
地
を
訪
問
す
る
な
ど
、
今
後
と
も
し

っ
か
り
と
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
等
に
よ
り
受

け
皿
が
整
っ
て
き
た
今
こ
そ
、

魅
力
的
な
企
業
の
誘
致
が
大
切
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
民
間

事
業
者
と
も
連
携
し
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

今
が
企
業
誘
致
の
好
機
と
捉
え

て
い
る
。
知
識
創
造
型
産
業
の

開
発
拠
点
や
、
本
社
機
能
の
誘
致
に
関

す
る
立
地
交
付
金
等
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
国
内
外
に
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
高
度
人
材
や
高
付
加
価
値
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
集
積
を
図
り
、
若
者
に
選

ば
れ
る
よ
う
誘
致
を
推
進
し
て
い
く
。

箱
崎
・
馬
出
エ
リ
ア
は
江
戸
時

代
の
町
家
も
多
数
残
り
、
魅
力

的
な
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。
今
後

箱
崎
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
、
特
長
で
あ
る
歴
史
文
化
に
つ

い
て
、
魅
力
向
上
や
積
極
的
な
観
光
活

用
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
。

同
地
区
は
歴
史
文
化
の
魅
力
を

持
つ
地
域
と
認
識
し
、
所
有
者

な
ど
と
連
携
し
情
報
発
信
や
公
開
活
用

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
、
回
遊
性

を
高
め
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
歴
史

を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
。

博
多
部
に
残
る
旧
冷
泉
小
学
校

跡
地
に
つ
い
て
、
跡
地
で
発
見

さ
れ
た
遺
構
の
現
状
と
今
後
の
跡
地
活

用
の
展
望
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

遺
構
は
日
宋
貿
易
に
関
わ
る
港

の
護
岸
と
し
て
高
い
歴
史
的
価

値
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
調
査
終
了

後
、
埋
め
戻
し
て
保
存
し
て
い
る
。
現

在
、
国
史
跡
指
定
を
目
指
し
て
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
跡
地
活
用

に
つ
い
て
は
、
そ
の
協
議
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
要
望
な
ど
を

考
慮
し
つ
つ
、
跡
地
活
用
協
議
会
で
意

見
を
伺
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
１

回
の
乗
車
に
つ
き
１
枚
の
利
用

に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
交
付
枚
数
は
年

間
55
枚
で
あ
る
。
人
工
透
析
治
療
を
受

け
て
い
る
な
ど
の
重
度
障
が
い
者
の
外

出
を
支
援
す
る
た
め
、
利
用
券
の
運
用

見
直
し
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
所

見
を
問
う
。

外
出
支
援
な
ど
障
が
い
の
あ
る

方
の
生
活
支
援
は
重
要
で
あ

り
、
当
事
者
の
要
望
や
他
の
障
が
い
福

祉
施
策
の
実
施
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

外
出
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
総
合
的

に
検
討
し
て
い
く
。

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
も
使
い
や
す
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

活
用
が
効
果
的
で
あ
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
し
た
受
診
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
検

診
予
約
の
仕
組
み
構
築
は
あ
る
の
か
。

福
岡
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
、
が
ん
検
診
の
受
診

勧
奨
や
情
報
発
信
を
随
時
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
に

予
約
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
を
貼
り
、
検

診
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

受
診
率
向
上
に
向
け
て
、
引
き
続
き
予

約
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

接
種
事
業
を
行
う
市
は
市
民
に

注
意
喚
起
を
行
う
責
務
が
あ

る
。
ま
た
、
泉
大
津
市
が
独
自
で
行
っ

て
い
る
接
種
後
の
後
遺
症
に
関
す
る
相

談
や
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
救
済
申
請
の

サ
ポ
ー
ト
や
助
成
な
ど
を
、
本
市
も
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

医
学
的
知
見
を
要
す
る
相
談
対

応
は
県
で
行
わ
れ
て
い
る
。
市

で
も
国
の
救
済
制
度
の
申
請
が
速
や
か

に
進
む
よ
う
丁
寧
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
分
か
り
や
す
い
情
報
発

信
を
行
う
と
と
も
に
、
希
望
者
が
円
滑

に
接
種
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

警
固
公
園
は
本
市
を
代
表
す
る

公
園
で
あ
り
、
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ

制
度
な
ど
を
活
用
し
魅
力
的
な
公
園
に

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
所
在
地
が
警
固

で
な
い
た
め
そ
の
機
会
を
捉
え
、
天
神

を
象
徴
す
る
名
称
へ
の
変
更
を
要
望
す

る
。
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
同
制
度
の

活
用
状
況
と
今
後
の
予
定
を
尋
ね
る
。

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
は
、
東
平

尾
公
園
、
清
流
公
園
、
明
治
公

園
で
推
進
し
て
い
る
。
今
後
も
、
同
制

度
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
活

用
し
、
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
生
活
交
通

の
確
保
に
し
っ
か
り
取
り
組
む

べ
き
。
我
々
も
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の

社
会
実
験
の
成
功
に
努
め
て
い
き
た

い
。
期
間
延
長
を
含
め
、
生
活
交
通
確

保
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
所
見
を
。

本
市
で
も
、
生
活
を
支
え
る
基

盤
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
生

活
交
通
確
保
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
社
会
実
験
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
と
も
、
持
続
可
能
な
生
活
交
通
確
保

の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
議
会
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
。

熱
中
症
対
策
を
庁
内
連
携
の
中

で
一
体
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
啓
発
だ
け
で
な
く
、
電
気
代
の
支

援
、エ
ア
コ
ン
設
置
の
助
成
、ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
位
置
づ
け
な
ど
、

急
い
で
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
所
見
を
。

熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
暑
さ
指
数
の
情

報
発
信
や
予
防
行
動
の
啓
発
な
ど
の
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
効

果
的
な
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
開
設
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
な
ど
、
全
庁
で
熱
中
症

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
も
人
工
芝
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
発
生
源
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
啓
発
や
対
策
例
の
紹
介

を
行
っ
て
い
る
。
人
工
芝
か
ら
出
る
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
本

市
の
対
策
は
行
っ
て
い
る
か
尋
ね
る
。

出
前
講
座
な
ど
に
お
い
て
啓
発

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
陸

域
か
ら
発
生
し
た
人
工
芝
も
含
め
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
川
か
ら
海
へ
流
出

し
、
そ
の
後
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
な
り
、
海
洋
生
態
系
へ
の
多
大
な
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
て

い
る
。

下
水
道
未
整
備
箇
所
は
私
道
に

起
因
す
る
も
の
な
ど
住
民
だ
け

で
は
解
決
に
限
界
が
あ
る
。
市
が
一
歩

深
く
後
押
し
し
、
未
整
備
率
０
・
05
％

を
解
消
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
。

下
水
道
は
重
要
な
社
会
基
盤
の

一
つ
で
あ
り
、
未
整
備
箇
所
の

早
期
解
消
は
大
変
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
地
上
権
設
定
に
よ
る

私
道
へ
の
整
備
や
、
私
道
や
低
地
に
お

け
る
排
水
設
備
設
置
へ
の
助
成
な
ど
未

整
備
箇
所
の
解
消
を
図
っ
て
き
て
い

る
。
今
後
と
も
市
民
と
協
力
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

市
独
自
の
厳
し
い
基
準
で
水
質

管
理
し
、
貯
水
槽
の
適
正
管
理

も
進
ん
で
い
る
が
、
漠
然
と
し
た
不
安

感
で
水
道
水
の
飲
用
を
控
え
て
い
る
人

が
い
る
。
安
心
し
て
飲
ん
で
も
ら
う
た

め
、
関
係
業
界
や
管
理
会
社
な
ど
と
連

携
し
た
新
た
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る

が
所
見
を
問
う
。

安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
を
安

心
し
て
飲
ん
で
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
。
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

関
係
部
局
と
連
携
し
て
引
き
続
き
先
進

事
例
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団

体
な
ど
の
意
見
も
伺
っ
て
い
き
た
い
。

問

答

答

答

※

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
（
シ
ス
テ
ム
）

人
間
の
多
様
性
の
尊
重
等
の
強
化
、障

害
者
が
精
神
的
及
び
身
体
的
な
能
力
等
を

可
能
な
最
大
限
度
ま
で
発
達
さ
せ
、自
由

な
社
会
に
効
果
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
と
の
目
的
の
下
、障
害
の
あ
る

者
と
障
害
の
な
い
者
が
共
に
学
ぶ
仕
組
み

※

フ
ッ
化
物
洗
口

フ
ッ
素
を
含
む
洗
口
液
で
ぶ
く
ぶ
く

う
が
い
を
す
る
方
法

録画映像は
こちら

近
年
の
豪
雨
に
耐
え
ら
れ
る

浸
水
対
策
を

市民ク

防　災

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

の
活
用
と
配
置
拡
充
を

新　風  

教　育

問 小
学
校
に
お
け
る
生
き
物
の

適
正
飼
育
の
実
現
を

市民ク  

教　育

答

※

い
じ
め
重
大
事
態

「
い
じ
め
に
よ
り
当
該
学
校
に
在
籍
す

る
児
童
等
の
生
命
、心
身
又
は
財
産
に
重

大
な
被
害
が
生
じ
た
疑
い
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
」お
よ
び「
い
じ
め
に
よ
り
当
該
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
等
が
相
当
の
期
間
学

校
を
欠
席
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」（
い
じ

め
防
止
対
策
推
進
法
第
28
条
に
よ
る
）

答答

答

答問 学
校
に
お
け
る

フ
ッ
化
物
洗
口
の
導
入
検
討
を

維　新  

教　育

問 個
別
最
適
化
教
育
に
お
け
る

子
ど
も
の
学
び
や
教
師
の
役
割
と
は
無所属  

教　育

問 ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
博
多
工
場
跡
地
に

お
け
る
学
校
用
地
の
確
保
を

無所属  

教　育

問 い
じ
め
重
大
事
態
の
再
発
防
止
を

新　風  

教　育

答 問 学
校
安
心
メ
ー
ル
の
仕
組
み
の

改
善
を

共　産  

教　育

問 共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
を

公　明  

教　育

問 い
じ
め
に
つ
い
て
適
切
な
認
知
を

維　新  

教　育

子
ど
も
育
成
、教
育
な
ど

問答答 森
林
整
備
や
木
材
利
用
な
ど
、

今
後
の
森
づ
く
り
施
策
を
問
う

自　民

農　林

問 イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
べ
き

自　民

農　林
商
工
業
、観
光
、文
化
、

農
林
水
産
業
、港
の
整
備
な
ど

総
合
計
画
、国
際
交
流
、財
政
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、防
災
な
ど

※

※

※
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７
月
の
豪
雨
で
は
、
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
浸
水
想
定
区
域

が
示
さ
れ
て
い
な
い
小
さ
な
川
で
も
浸

水
被
害
が
発
生
し
た
。
近
年
の
豪
雨
に

耐
え
ら
れ
る
雨
水
排
水
整
備
計
画
の
検

討
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定
し
た

対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
。

被
害
が
あ
っ
た
箇
所
は
詳
細
な

調
査
を
行
い
、
浸
水
安
全
度
向

上
の
対
策
を
検
討
、
実
施
す
る
。
ソ
フ

ト
対
策
と
し
て
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
必
要
な
準
用
河
川
の
洪
水
浸
水
想

定
区
域
図
等
の
作
成
も
進
め
て
い
る
。

引
き
続
き
被
害
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

教
員
の
業
務
支
援
を
主
な
役
割

と
す
る
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
が
、
よ
り
教
員
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
よ
う
、
全
市
的
に
活
用
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
大

幅
な
増
員
を
期
待
す
る
が
所
見
を
。

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ

ッ
フ
が
適
切
な
役
割
分
担
の

下
、
効
果
的
に
業
務
に
従
事
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
今
後
と
も

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
、

教
員
な
ど
と
の
効
果
的
な
連
携
の
支
援

な
ど
に
加
え
、
引
き
続
き
配
置
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

本
市
の
児
童
生
徒
１
０
０
０
人

あ
た
り
の
い
じ
め
の
認
知
件
数

は
21
・
８
件
で
、
全
国
平
均
の
半
分
以

下
、
20
政
令
市
中
下
か
ら
２
番
目
と
な

っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
潜
在
的
な
い
じ

め
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

適
切
に
認
知
し
、
適
切
に
対
応
で
き
て

い
る
の
か
。

い
じ
め
の
認
知
件
数
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
に
お
い
て
い
じ
め

の
定
義
に
照
ら
し
、
適
切
に
認
知
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
今
後
も
い
じ

め
の
定
義
に
つ
い
て
周
知
し
、
積
極
的

な
認
知
に
努
め
て
い
く
。

生
き
物
の
飼
育
を
通
じ
て
生
命

の
大
切
さ
を
教
え
る
に
は
、
適

正
な
飼
育
環
境
と
飼
育
方
法
が
あ
っ
て

こ
そ
と
考
え
る
。
小
学
校
に
お
け
る
生

き
物
の
飼
育
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

「
学
校
飼
育
動
物
の
飼
い
方
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
暑

さ
や
寒
さ
を
防
ぐ
環
境
整
備
の
工
夫
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
今
後
と

も
、
福
岡
市
獣
医
師
会
と
連
携
し
、
学

校
が
適
切
な
飼
育
動
物
の
管
理
や
、
よ

り
充
実
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
け

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

学
校
か
ら
配
信
す
る
学
校
安
心

メ
ー
ル
に
企
業
の
広
告
が
入
る

仕
組
み
を
教
育
委
員
会
が
追
認
し
て
き

た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
教
育
委
員
会

が
責
任
を
持
っ
て
必
要
な
予
算
を
取

り
、
広
告
の
入
ら
な
い
学
校
安
心
メ
ー

ル
と
し
て
管
理
、
運
用
す
る
仕
組
み
に

改
善
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
。

現
在
、
広
告
メ
ー
ル
配
信
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
事
業
者
と
協

議
し
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
て
他
の
事
業

者
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も
含
め
、
よ
り

適
切
で
効
果
的
に
メ
ー
ル
を
配
信
で
き

な
い
か
既
に
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
は
、
障
が
い
の
あ
る

児
童
生
徒
の
自
立
と
社
会
参
加

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
含
め
、
共
生

社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
重
要
な
役
割

を
果
た
す
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

推
進
に
向
け
た
決
意
を
問
う
。

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

児
童
生
徒
が
可
能
な
限
り
共
に

学
べ
る
よ
う
配
慮
し
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
の
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
互
い
の
違
い

や
個
性
を
認
め
合
い
、
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
よ
う
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

学
齢
期
な
ど
に
お
け
る
む
し
歯

予
防
に
フ
ッ
化
物
洗
口
は
有
効

と
の
厚
生
労
働
省
の
通
知
が
出
さ
れ
て

お
り
、
教
育
委
員
会
も
検
討
に
入
る
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
が
見
解
を
。

フ
ッ
化
物
洗
口
は
一
定
の
効
果

が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
文

部
科
学
省
は
、
学
校
で
集
団
実
施
す
る

際
は
、
関
係
者
間
で
の
適
切
な
役
割
分

担
を
検
討
し
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に

配
慮
す
る
よ
う
通
知
し
て
い
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
専
門
家
の
協
力
確

保
や
教
職
員
の
負
担
増
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

中
学
校
生
活
は
３
年
間
し
か
な

く
、
対
応
の
遅
れ
が
被
害
生
徒

の
人
生
に
お
い
て
さ
ら
な
る
弊
害
を
生

む
。
二
度
と
い
じ
め
重
大
事
態
が
起
こ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
決
意
を
問
う
。

い
じ
め
は
子
ど
も
の
尊
厳
や
権

利
を
侵
害
す
る
行
為
で
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
学
校
の
取

り
組
み
と
と
も
に
保
護
者
や
地
域
の

方
々
と
の
連
携
強
化
は
重
要
で
あ
る
。

い
じ
め
防
止
に
関
す
る
取
り
組
み
を
総

合
的
に
実
施
し
、
未
然
防
止
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
早
期
発
見
や
き
め
細
か

な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

個
別
最
適
化
教
育
で
は
、
子
ど

も
が
自
身
の
興
味
や
関
心
、
学

習
意
欲
に
応
じ
て
学
び
方
を
自
由
に
選

択
す
る
。
こ
う
し
た
姿
こ
そ
理
想
的
だ

と
考
え
る
が
、
個
別
最
適
化
教
育
に
お

け
る
子
ど
も
の
学
び
や
教
師
の
役
割
の

あ
り
方
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

教
師
が
子
ど
も
の
興
味
等
を
踏

ま
え
て
き
め
細
か
に
支
援
す
る

こ
と
や
多
様
な
他
者
と
の
協
働
を
促
す

こ
と
が
重
要
に
な
る
。今
後
さ
ら
に
、子

ど
も
一
人
一
人
の
興
味
・
関
心
等
に
応

じ
、意
欲
を
高
め
、
深
い
学
び
の
実
現
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

移
転
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
博
多
工
場
の
周
辺
地

域
で
は
、
同
じ
ビ
ル
に
住
み
な
が
ら

別
々
の
小
学
校
、
中
学
校
に
通
う
状
況

が
10
数
年
続
い
て
お
り
、
ま
た
小
学
校

は
パ
ン
ク
状
態
で
あ
る
。
学
校
用
地
の

確
保
に
つ
い
て
相
手
方
に
協
力
を
申
し

入
れ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

同
地
域
の
小
学
校
は
過
大
規
模

校
で
分
離
新
設
が
必
要
な
状
況

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
中
学
校
は
過
大
規

模
校
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
事
業
者
に

文
書
で
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

森
林
は
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
や
木
材

供
給
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
森
林
整
備

や
木
材
利
用
を
は
じ
め
、
今
後
の
森
づ

く
り
施
策
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

快
適
で
豊
か
な
市
民
生
活
を
送

る
上
で
森
林
は
重
要
な
役
割
を

担
い
、
今
後
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
。
さ
ら
な
る
主
伐
の
検
討

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
に
よ
り
森
林
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
伐
採
か
ら
利

用
に
至
る
安
定
的
な
供
給
の
仕
組
み
づ

く
り
を
行
い
、
次
世
代
に
残
し
て
い
く

森
づ
く
り
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
に
荒
ら
さ

れ
る
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
と

聞
く
。
農
業
従
事
者
に
は
死
活
問
題
で

あ
り
、
今
後
も
し
っ
か
り
対
策
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

農
作
物
等
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
捕
獲
を
行
う
ほ
か
、
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
に
よ
る
侵
入
防
止

対
策
や
地
域
に
協
力
い
た
だ
く
生
息
環

境
管
理
等
、
今
後
も
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
。
ま
た
、
特
に
被
害
の
多
い

地
域
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
積
極
的
に

現
地
を
訪
問
す
る
な
ど
、
今
後
と
も
し

っ
か
り
と
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
等
に
よ
り
受

け
皿
が
整
っ
て
き
た
今
こ
そ
、

魅
力
的
な
企
業
の
誘
致
が
大
切
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
民
間

事
業
者
と
も
連
携
し
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

今
が
企
業
誘
致
の
好
機
と
捉
え

て
い
る
。
知
識
創
造
型
産
業
の

開
発
拠
点
や
、
本
社
機
能
の
誘
致
に
関

す
る
立
地
交
付
金
等
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
国
内
外
に
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
高
度
人
材
や
高
付
加
価
値
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
集
積
を
図
り
、
若
者
に
選

ば
れ
る
よ
う
誘
致
を
推
進
し
て
い
く
。

箱
崎
・
馬
出
エ
リ
ア
は
江
戸
時

代
の
町
家
も
多
数
残
り
、
魅
力

的
な
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。
今
後

箱
崎
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
、
特
長
で
あ
る
歴
史
文
化
に
つ

い
て
、
魅
力
向
上
や
積
極
的
な
観
光
活

用
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
。

同
地
区
は
歴
史
文
化
の
魅
力
を

持
つ
地
域
と
認
識
し
、
所
有
者

な
ど
と
連
携
し
情
報
発
信
や
公
開
活
用

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
、
回
遊
性

を
高
め
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
歴
史

を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
。

博
多
部
に
残
る
旧
冷
泉
小
学
校

跡
地
に
つ
い
て
、
跡
地
で
発
見

さ
れ
た
遺
構
の
現
状
と
今
後
の
跡
地
活

用
の
展
望
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

遺
構
は
日
宋
貿
易
に
関
わ
る
港

の
護
岸
と
し
て
高
い
歴
史
的
価

値
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
調
査
終
了

後
、
埋
め
戻
し
て
保
存
し
て
い
る
。
現

在
、
国
史
跡
指
定
を
目
指
し
て
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
跡
地
活
用

に
つ
い
て
は
、
そ
の
協
議
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
要
望
な
ど
を

考
慮
し
つ
つ
、
跡
地
活
用
協
議
会
で
意

見
を
伺
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
１

回
の
乗
車
に
つ
き
１
枚
の
利
用

に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
交
付
枚
数
は
年

間
55
枚
で
あ
る
。
人
工
透
析
治
療
を
受

け
て
い
る
な
ど
の
重
度
障
が
い
者
の
外

出
を
支
援
す
る
た
め
、
利
用
券
の
運
用

見
直
し
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
所

見
を
問
う
。

外
出
支
援
な
ど
障
が
い
の
あ
る

方
の
生
活
支
援
は
重
要
で
あ

り
、
当
事
者
の
要
望
や
他
の
障
が
い
福

祉
施
策
の
実
施
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

外
出
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
総
合
的

に
検
討
し
て
い
く
。

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
も
使
い
や
す
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

活
用
が
効
果
的
で
あ
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
し
た
受
診
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
検

診
予
約
の
仕
組
み
構
築
は
あ
る
の
か
。

福
岡
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
、
が
ん
検
診
の
受
診

勧
奨
や
情
報
発
信
を
随
時
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
に

予
約
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
を
貼
り
、
検

診
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

受
診
率
向
上
に
向
け
て
、
引
き
続
き
予

約
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

接
種
事
業
を
行
う
市
は
市
民
に

注
意
喚
起
を
行
う
責
務
が
あ

る
。
ま
た
、
泉
大
津
市
が
独
自
で
行
っ

て
い
る
接
種
後
の
後
遺
症
に
関
す
る
相

談
や
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
救
済
申
請
の

サ
ポ
ー
ト
や
助
成
な
ど
を
、
本
市
も
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

医
学
的
知
見
を
要
す
る
相
談
対

応
は
県
で
行
わ
れ
て
い
る
。
市

で
も
国
の
救
済
制
度
の
申
請
が
速
や
か

に
進
む
よ
う
丁
寧
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
分
か
り
や
す
い
情
報
発

信
を
行
う
と
と
も
に
、
希
望
者
が
円
滑

に
接
種
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

警
固
公
園
は
本
市
を
代
表
す
る

公
園
で
あ
り
、
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ

制
度
な
ど
を
活
用
し
魅
力
的
な
公
園
に

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
所
在
地
が
警
固

で
な
い
た
め
そ
の
機
会
を
捉
え
、
天
神

を
象
徴
す
る
名
称
へ
の
変
更
を
要
望
す

る
。
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
同
制
度
の

活
用
状
況
と
今
後
の
予
定
を
尋
ね
る
。

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
は
、
東
平

尾
公
園
、
清
流
公
園
、
明
治
公

園
で
推
進
し
て
い
る
。
今
後
も
、
同
制

度
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
活

用
し
、
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
生
活
交
通

の
確
保
に
し
っ
か
り
取
り
組
む

べ
き
。
我
々
も
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の

社
会
実
験
の
成
功
に
努
め
て
い
き
た

い
。
期
間
延
長
を
含
め
、
生
活
交
通
確

保
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
所
見
を
。

本
市
で
も
、
生
活
を
支
え
る
基

盤
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
生

活
交
通
確
保
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
社
会
実
験
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
と
も
、
持
続
可
能
な
生
活
交
通
確
保

の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
議
会
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
。

熱
中
症
対
策
を
庁
内
連
携
の
中

で
一
体
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
啓
発
だ
け
で
な
く
、
電
気
代
の
支

援
、エ
ア
コ
ン
設
置
の
助
成
、ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
位
置
づ
け
な
ど
、

急
い
で
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
所
見
を
。

熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
暑
さ
指
数
の
情

報
発
信
や
予
防
行
動
の
啓
発
な
ど
の
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
効

果
的
な
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
開
設
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
な
ど
、
全
庁
で
熱
中
症

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
も
人
工
芝
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
発
生
源
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
啓
発
や
対
策
例
の
紹
介

を
行
っ
て
い
る
。
人
工
芝
か
ら
出
る
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
本

市
の
対
策
は
行
っ
て
い
る
か
尋
ね
る
。

出
前
講
座
な
ど
に
お
い
て
啓
発

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
陸

域
か
ら
発
生
し
た
人
工
芝
も
含
め
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
川
か
ら
海
へ
流
出

し
、
そ
の
後
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
な
り
、
海
洋
生
態
系
へ
の
多
大
な
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
て

い
る
。

下
水
道
未
整
備
箇
所
は
私
道
に

起
因
す
る
も
の
な
ど
住
民
だ
け

で
は
解
決
に
限
界
が
あ
る
。
市
が
一
歩

深
く
後
押
し
し
、
未
整
備
率
０
・
05
％

を
解
消
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
。

下
水
道
は
重
要
な
社
会
基
盤
の

一
つ
で
あ
り
、
未
整
備
箇
所
の

早
期
解
消
は
大
変
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
地
上
権
設
定
に
よ
る

私
道
へ
の
整
備
や
、
私
道
や
低
地
に
お

け
る
排
水
設
備
設
置
へ
の
助
成
な
ど
未

整
備
箇
所
の
解
消
を
図
っ
て
き
て
い

る
。
今
後
と
も
市
民
と
協
力
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

市
独
自
の
厳
し
い
基
準
で
水
質

管
理
し
、
貯
水
槽
の
適
正
管
理

も
進
ん
で
い
る
が
、
漠
然
と
し
た
不
安

感
で
水
道
水
の
飲
用
を
控
え
て
い
る
人

が
い
る
。
安
心
し
て
飲
ん
で
も
ら
う
た

め
、
関
係
業
界
や
管
理
会
社
な
ど
と
連

携
し
た
新
た
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る

が
所
見
を
問
う
。

安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
を
安

心
し
て
飲
ん
で
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
。
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

関
係
部
局
と
連
携
し
て
引
き
続
き
先
進

事
例
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団

体
な
ど
の
意
見
も
伺
っ
て
い
き
た
い
。

●
学
校
周
辺
の
安
全
対
策
、防
犯
対
策
に
つ
い
て

●
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

●
放
課
後
等
の
遊
び
場
づ
く
り
事
業（
通
称
：
わ

い
わ
い
広
場
）に
つ
い
て

●
企
業
と
行
政
に
よ
る
奨
学
金
返
還
支
援
に
つ
い
て

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
効
果
的
な
設
置
に
つ
い
て

●
断
熱
に
力
を
入
れ
た
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て

●
道
路
側
溝
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

こ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

※

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

予
約
型
の
運
行
形
態
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス

※

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度

公
園
内
に
民
間
事
業
者
が
整
備
す
る
公

園
施
設
に
よ
る
収
益
を
公
園
の
整
備
に
還

元
す
る
制
度

問問 答答 環
境
、道
路
、下
水
道
、河
川
、

消
防
、水
道
、地
下
鉄
な
ど

問答

答答

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

運
用
見
直
し
を

公　明

福　祉

問 が
ん
検
診
受
診
率
向
上
に
向
け
た

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
を

維　新

保　健

答答 問 警
固
公
園
の
魅
力
向
上
と

名
称
変
更
を

自民新

公　園

啓
発
だ
け
で
な
い
熱
中
症
対
策
を

急
い
で
実
施
す
べ
き

共　産

環　境

人
工
芝
由
来
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
調
査
・
対
策
を

市民ク

環　境

問答 下
水
道
未
整
備
箇
所
の
解
消
を

公　明

下水道

問答 水
道
水
を
安
心
し
て
飲
ん
で
も
ら

う
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
を

市民ク

水　道

問 オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
社
会
実
験

の
継
続
な
ど
生
活
交
通
の
確
保
を

自　民

交　通

問 新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

後
遺
症
に
対
す
る
支
援
を

無所属

保　健

社
会
福
祉
、保
健
衛
生
、住
宅
、

建
築
、都
市
計
画
、公
園
な
ど

答 問 若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
企
業
の

積
極
的
な
誘
致
を

自　民

経　済

答 答問 旧
冷
泉
小
学
校
跡
地
の
遺
構
の

現
状
と
跡
地
活
用
に
つ
い
て
問
う

無所属

文　化

問 歴
史
文
化
の
魅
力
を
持
つ
箱
崎

地
区
の
魅
力
向
上
や
観
光
活
用
を

自民新

文　化

※

※

福祉タクシー利用券

市内に出没したイノシシ



令和５年（2023年）11月15日 No.159ふくおか市議会だより

次の議会は12月11日開会予定です。詳しい日程は、市議会ホームページやⅩ（旧Twitter）、市役所・区役所・出張所・地下鉄駅構内などのポスターでお知らせします。
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※常任委員会・特別委員会での審査・調査の詳細

については、毎月発行の議会月報に掲載してい

ます。議会月報は総合図書館、各区の図書館、

情報プラザ（市役所１階）などで閲覧できます。

また、市議会ホームページの「会議録」にも掲

載しています。（議会月報やホームページへの

掲載には、３カ月程度を要します。）

※常任委員会・特別委員会は傍聴することができ

ます。（人数には限りがあります。）

【問い合わせ先】
 議会事務局議事課（市役所議会棟8階） 
      711‒4746 　    733‒5869電話 FAX

決算特別委員会
　決算特別委員会は、前年度の決算に関する議案を審査するための特別委員会です。市長
から提出された決算関係議案について、総会と分科会（常任委員会と同じ構成）で、予算が
適切に使われたか、事業の成果はどうかなどについて、詳しく審査しています。

　令和４年度の決算関係議案を審査するため、決算特別委員会を９月１日に設置し（監
査委員を除く全議員で構成）、９月15日から10月４日まで審査しました。

決算特別委員会の設置

意見書
　市議会は、国会や関係省庁などへ市民生活
に関係のある問題について意見や要望を伝
えるため、意見書を提出することができます。
本定例会では４件の意見書案を可決しまし
た。要旨は次の通りです。全文は市議会ホーム
ページの「会議結果」からご覧いただけます。

常任委員会の動き
（６月28日～10月５日）

「福岡市印鑑条例の一部を
改正する条例案」など６件
の議案審査、「退職手当支給
制限処分に関する審査請求
について」の諮問審査など

「南部療育センター（仮称）
新築工事請負契約の締結に
ついて」など８件の議案審
査など

「令和５年度福岡市一般会
計補正予算案（第３号）」の
議案審査など

「令和５年度福岡市一般会
計補正予算案（第３号）」な
ど５件の議案審査など

「福岡市子ども医療費助成
条例等の一部を改正する条
例案」など９件の議案審査
など

委員会名 案　　件

総務財政
委員会

教育こども
委員会

経済振興
委員会

福祉都市
委員会

生活環境
委員会

委 員 長　　阿部　正剛

副委員長　　今林ひであき　  池田　良子　  古川　清文　  勝山　信吾 　 天野　こう

　市長から提出された決算関
係議案は決算議案19件、関連
議案３件の計22件（一般会計
１件、特別会計13件、公営企業
会計８件）です。総会や分科会
で審査した結果、全ての決算関
係議案を全員賛成または賛成
多数で認定・可決すべきものと
決定しました。

決算特別委員会の審査結果

■自由民主党福岡市議団
　決算関係議案22件全てに賛成
■公明党福岡市議団
　決算関係議案22件全てに賛成
■福岡市民クラブ
　一般会計議案に反対
■日本維新の会福岡市議団
　決算関係議案22件全てに賛成
■日本共産党福岡市議団
　一般会計、特別会計８件、公営企業会計７件の議案に反対
■自民党新福岡
　決算関係議案22件全てに賛成
■新しい風ふくおか
　決算関係議案22件全てに賛成

各会派の賛否

いけだ よしこ ふるかわ きよふみ かつやま しんご あまのいまはやし

あべ せいごう

親子議場見学会
　８月１日と４日の２日間、「親子議場見学会」
を開催し、小学４～６年生とその保護者など57
組の親子に参加いただきました。
　議場見学や、児童が議長や議員役となる本会
議体験などを行い、参加した児童からは「私た
ちの暮らしに関することがどのように決められ
ているのかが分かった」といった感想が、保護者
からは「政治などについて親自身もより身近な
ものとして考えるいい機会になった」といった感
想がありました。

議員の資産等報告書等の審査結果
　議員の資産等報告書等を審査する福岡市政
治倫理審査会が、７月31日および８月29日に
開催されました。
　議員から提出された次の各報告書につい
て、記載事項に疑義がないかなどが審査され
た結果、「特に指摘すべき事項はない」との審
査報告がなされました。

【閲覧場所および問い合わせ先】
議会事務局調査法制課（市役所議会棟8階） 
      711‒4749　    733‒5869電話 FAX

【改選前の議員（令和５年５月１日時点の議員）】
資産等報告書
（令和４年12月31日現在所有する資産等）
所得等報告書（令和４年分の所得等）
関連会社等報告書
（令和５年４月１日現在役員等に就任して
 いる会社の名称等）

・

・
・

【改選後の議員】
資産等報告書
（令和５年５月２日現在所有する資産等）
・

※審査報告書および上記の各報告書は公開してい
ます。閲覧時間は午前８時45分～午後５時30
分です。（土・日・祝日・年末年始を除く）

議会要覧を販売しています
　議会および市政全般の基本事項について
分かりやすく掲載したハンドブック「議会要
覧　令和５年版」を市役所１階の情報プラザ
で販売しています。（１冊960円）
　なお、本書の電子版は、市議会ホームページ
内の「議会中継／発行物等」に掲載しています。

ふくおか市議会だより次号は、２月15日発行予定です。

発行：福岡市議会　編集：議会事務局調査法制課
〒810-8620　福岡市中央区天神一丁目８番１号

711-4749 733-5869FAX電話
chosa.CCS@city.fukuoka.lg.jpメール

ホームページ X（旧Twitter）議会中継

●帯状疱疹ワクチンの助成制度の創設及び
定期接種化を
　一定の年齢以上の国民に対するワクチンの有
効性等を早急に確認し、帯状疱疹ワクチンの助成
制度の創設や予防接種法に基づく定期接種化を
行うよう要請するものです。

●教育予算の拡充を
　子どもたちの教育水準を向上させ、豊かな学び
を保障することは、社会の基盤づくりにとって極
めて重要であり、子どもたちの教育環境をさらに
改善していくため、地方自治体の教育行政の充実
に向けた教育予算の拡充を図るよう要請するも
のです。

●地方財政の充実・強化を
　増大する地方自治体の財政需要に見合う地方
一般財源総額の確保、地方財政計画に計上されて
いる「地方創生推進費」の現行水準の確保、炭素
に係る税を創設する場合にその一部を地方税ま
たは地方譲与税として税源配分することを要請す
るものです。

●公平かつ安全なブラッドパッチ療法の実
施に向けた適切な措置を
　脳脊髄液漏出症（減少症）の患者への、公平か
つ安全なブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入
療法）の実施に向け、起立性頭痛を伴わない患者
も保険診療のもとにブラッドパッチ療法を受ける
ことができるようにすることや、Ｘ線透視下で治
療を行うことができるよう、診療報酬上の評価を
行うことを要請するものです。

 〈全員賛成〉

 〈全員賛成〉

 〈全員賛成〉

〈賛成多数〉

ベスト電器スタジアム
（博多区東平尾公園）での
試合予定（2/14まで）

12/３（日） 午後２時 サンフレッチェ広島

試合日

※日程は変更となる場合があります。
　事前にアビスパ福岡ホームページでご確認ください。

開始時間 対戦相手

アビスパ福岡応援し
よう！

©avispa fukuoka

本会議体験の様子

賛否一覧
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